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第 4－3 表（8） せん断力照査結果 

 

 

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（9） せん断力照査結果 

 

 

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（10） せん断力照査結果 

 

 

注記 ③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（11） せん断力照査結果 

 

 

注記 ③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（12） せん断力照査結果 

 

 

注記 ③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（13） せん断力照査結果 

 

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（14） せん断力照査結果 

 

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（15） せん断力照査結果 

 

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－3 表（16） せん断力照査結果 

 

 

 

  

注記 ⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－3 表（17） せん断力照査結果 

 

 

注記 ⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－3 表（18） せん断力照査結果 

 

 

 

  

注記 ⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－3 表（19） せん断力照査結果 

 

 

 

注記 ⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－2 図 概略配筋図 
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杭基礎 

鋼管杭の曲げ軸力に対する照査結果を第4－4表に，せん断力に対する照査結果を第4

－5表に示す。 

鋼管杭の発生応力が許容限界以下であることを確認した。 
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第 4－4 表（1） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－4 表（2） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 

③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－4 表（3） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

  

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 

⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 

      評価位置は下図に示す。 



 

86 

N
T
2
 
補
②

 Ⅴ
-
2
-2
-
2
3-
2
 
R1
 

第 4－4 表（4） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－4 表（5） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

 

  

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 

③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－4 表（6） 鋼管杭の曲げ軸力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

  

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 

⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－5 表（1） 鋼管杭のせん断力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－5 表（2） 鋼管杭のせん断力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 

③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－5 表（3） 鋼管杭のせん断力照査結果（軽油カルバート） 

 

 

  

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 

⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－5 表（4） 鋼管杭のせん断力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－5 表（5） 鋼管杭のせん断力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

 

  

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 

③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－5 表（6） 鋼管杭のせん断力照査結果（水電気カルバート） 

 

 

 

 

 

  

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 

⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 

      評価位置は下図に示す。 
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基礎地盤の支持性能に対する評価結果 

基礎地盤の支持性能照査結果を第 4－6 表に示す。 

カルバートの基礎地盤に生じる最大接地圧が極限支持力度以下であることを確認した。 

 

第 4－6 表（1） 基礎地盤の支持性能評価結果（軽油カルバート） 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。
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第 4－6 表（2） 基礎地盤の支持性能評価結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 
③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－6 表（3） 基礎地盤の支持性能評価結果（軽油カルバート） 

 

 

 

  

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 
⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 
      評価位置は下図に示す。 
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第 4－6 表（4） 基礎地盤の支持性能評価結果（水電気カルバート） 

 

 

  

注記 ①：原地盤に基づく液状化強度特性を用いた解析ケース 

 
      評価位置は下図に示す。
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第 4－6 表（5） 基礎地盤の支持性能評価結果（水電気カルバート） 

 

 

 

 

注記 ②：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）した解析ケース 
③：地盤物性のばらつきを考慮（－１σ）した解析ケース 
 

      評価位置は下図に示す。 
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第 4－6 表（6） 基礎地盤の支持性能評価結果（水電気カルバート） 

 

 

 

注記 ④：敷地に存在しない豊浦標準砂の液状化強度特性により地盤を強制的に液状化させることを仮定した解析ケース 
⑤：原地盤において非液状化の条件を仮定した解析ケース 
⑥：地盤物性のばらつきを考慮（＋１σ）して非液状化の条件を仮定した解析ケース 

 
      評価位置は下図に示す。 




